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モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
の
収
益
金
で
青
少
年
を
対
象
と

し
た
ス
ボ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
中
心
に
、
 

豊
か
な
人
問
形
成
と
体
力
向
上
を
図
る
施
設
建
設
を
進
め

て
い
る
財
団
法
人
ブ
ル
ー
シ

ー
・
ア
ン
ド・
グリ
ー
ン
ラ
ン

ド
財
団
（
笹川
良
一
会
長
）
で金
木
海
洋
セ
ン
タ
ー

（
プー

 

ル
）
建
設
を
決
定
し
、
＋
一
月
＋
ニ
日
農
業
者
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
起
工
式
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

B
&
G
財
団
が
建
設
す
る
地
 
及
び
、

健
康
と
心
身
を
鍛
え
る

城
海
洋
セ
ン
タ
ー
は
金
木
町
を
  

施
設
と
し
て
多
く
の
方
に
利
川

含
め
全
国
．
．百
ヒ
十
六
カ
所
に
  

さ
れ
て
い
ま
す
。
 

起
工
式
は
、
B
&
G
則
団
鈴

木
武
理
事
や
古
川
町
長
の
ほ
か

原
川
，
実
、
長
峰
・
遺
両
県
議

な
ど
関
係
者
二
百
人
が
出
席
し

て
お
ご
そ
か
に
行
わ
れ
、
古
川

町
長
が
ク
ワ
入
れ
を
し
、
工
事

の
安
全
を
祈
り
ま
し
た
。
 

今
回
の
神
事
会
場
は
、
北
側

に
青
白
幕
。
他
三
方
は
紅
白
幕

が
ズ
ラ
リ
と
張
ら
れ
、
町
，
番

の
広
さ
を
持
つ
体
存
館
ら
紅
白

ず
く
め
と
い
う
見
半
な
神
事
場

と
な
り
、
山
席
し
た
行
政
協
力

員
か
ら
感
嘆
の
声
が
上
が
る
程

で
し
た
。
 

神
事
の
あ
と
立
食
で
直
会
が

催
さ
れ
、
鈴
木
理
事
の
あ
い
さ

つ
に
続
き
東
北
運
輸
局
青
森
海

運
支
局
の
阿
部
金
孝
支
局
長
が

来
賓
を
代
表
し
て
祝
辞
を
述
べ

ま
し
た
。
 

こ
の
あ
と
、
占
川
町
長
が
、
 

「緑
豊
か
な
大
地
の
オ
ア
シ
ス

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
町
民

の
体
青
、
健
康
、
幸
福
の
実
現

を
凶
る
拠
点
に
し
、
多
い
に
利

川
し
た
い
ご
と
謝
辞
を
述
べ
ま

し
た
。
 

B
&
G
財
団
金
木
海
洋
七
ン
 
設

の
内
定
ま
で
に
二
回
の
現
地

タ
ー
建
股
の
こ
れ
ま
で
の
経
緯
 
訓
査

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
 

は
、
昨
年
十
一
月
二
十
六
日
に
 

こ
の
あ
と
十
月
に
入
っ
て
建
 

B
&
G
財
団
に
陳
情
書
を
提
出
 
設
決

定
の
内
定
が
あ
り
、
十
月

し
、
今
年
五
月
、
昭
和
六
十
年
 
十

三
H
に
開
か
れ
た
B
&
G
プ

度
建
設
が
書
類
審
査
で
選
外
と
 
ラ
ン

説
明
会
に
は
、
約
三
二
o
 

な
り
危
ぷ
ま
れ
ま
し
た
。
 

人
の
町
民
が
会
場
の
巾
央
公
民

し
か
し
、
そ
の
後
、
八
月
二
 

館
に
詰
め
掛
け
、
巌
内
プ
ー
ル

ト
四
H
、
五
、
六
カ
所
迫
加
整
 
建
設
に

か
け
る
意
気
込
み
を
伺

備
す
る
旨
の
文
書
が
人
り
、
建
 

が
わ
せ
ま
し
た
。
 

来
年
6

月
オ

ー
プ
ン
 

・
 

。
H
り
ふ
？
」、乙
、
 
月
 
同
七
ン
タ

ー
は
、
金
中
川
地

ニ
ト
 
H
に
は
、
B
&
G
財
団
 
の

】
角
と
公
園
駐
軍
場
の
一
部

笹
川
良
一
会
長
か
ら
昭
和
六
ト
 

に
か
か
り
建
築
面
積
が

一
、
o
 

年
度
（
第
十
四
期
）
金
木
海
洋
 

一ニ
八
・
四
奇
パ
約
三
】
五
坪
）
 

七
ン
タ
ー
建
設
の
決
定
書
が
、
 

で
、
内
部
は
、
二
五
メ
ー
ト
ル
、
 

古
川
町
長
に
手
渡
さ
れ
、
今
回
 
」
ハ
コ
ー
ス
の
プ
ー
ル
と
幼
児
用

の
起
工
式
と
な
り
、
来
年
五
月
 
プ

ー
ル
が
設
け
ら
れ
、
上
屋
付

末
完
成
を
目
標
に
着
工
さ
れ
る
 
プ

ー
ル
と
あ
っ
て
九
月
下
旬
ま
 

運
び
と
な
り
ま
し
た
。
 

で
利
用
で
き
ま
す
。
 

B
&
G
財
団
金
木
海
洋
セ
ン

タ
ー
 

い
 よ
 
い
 よ

着
エ
 

材団金木海洋センター建設I 

くわ入れをする古川町長 



町民文化祭 
産業まつり 
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“第
十

一
回
町
民
文
化
祭
一
と
 

“第
五
回
町
産
業
ま
つ
り
ー
が
、
 

さ
る
十
一
月
二
日

、
四
日
ま
で

の
三
日
間
、
中
央
公
民
館
と
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
会
場

に
行
わ
れ
、
延
べ
約
五
千
人
の

町
民
で
販
い
ま
し
た
。
 

中
央
公
民
館
で
は
、
保
育
所

や
児
童
館
、
幼
稚
園
児
ら
に
よ

る
学
芸
発
表
会
が
催
さ
れ
た
ほ

か
弘
大
児
童
文
化
研
究
会
に
よ

る
人
形
劇
、
職
場
対
抗
カ
ラ
オ

ケ
音
楽
祭
な
ど
も
催
さ
れ
連
H
 

大
入
満
員
を
記
録
し
ま
し
た
。
 

ま
た
、
絵
画
、
書
、
手
芸
、
 

ワ
ラ
細
工
な
ど
町
民
の
力
作
コ
 
 ー
ナ
ー
も
好
評
で
、
作
品
に
見

入
る
人
で
ご
っ
た
返
し
て
い
ま

し
た
。
 

一
方
、
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
で
は
、
豊
作
も
ち

つ
き
大
会
、
仔
豚
大
レ
ー
ス
、
 

農
産
物
品
評
会
な
ど
が
催
さ
れ

た
ほ
か
、
農
産
物
を
利
用
し
た

お
菓
子
や
漬
物
な
ど
、
カ
ッ
チ

ャ
の
味
自
慢
が
ズ
ラ
リ
と
展
示
。
 

作
り
方
を
メ
モ
す
る
主
婦
が
目

立
ち
ま
し
た
。
 

ま
た
、
玄
関
前
で
は
、
取
り

た
て
の
新
鮮
な
野
菜
が
即
売
さ

れ
、
市
価
よ
り
二
、
三
割
安
い

と
あ
っ
て
飛
ぷ
よ
う
に
売
れ
て

い
ま
し
た
。
 

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 
 ▼

書
道
、
金
賞
廿
荒
関
美
智
子
 

（
金小

一
）
泉
谷
ま
き
（
川
小
 

木
村
あ
ゃ
え
（
嘉
小
一
）
 

黒
滝
こ
ず
え

（
金小
二
）
杉
山

圭
子
（
同
）
泉
谷
友
孝
（
川
小
 

一
戸
郁
哉

（
金小
三
）
秋

元
真
紀
子

（
嘉小
三
）
外
崎
時

子
（
喜
小
三
）
久
保
田
真
（
金
 

小

泉
谷
有
香

（川
小
四
）
 

古
川
裕
子

（
喜
小四
）
加
藤
五

月
（
金
小
五
）
山
中
幸
樹
（
嘉
 

小

今
紀
利
子
（
喜
小
五
）
 

葛
西
千
雪
（
金
小
六
）
鎌
田
広

子

（嘉
小
六
）
今
陽
子
（
喜
小

六
）
泉
谷
美
好
（
金
中

一
）
加

藤
多
恵
子
（
金
中
二
）
外
崎
恵

実
子
（
金
中
三
）
 

▼
図
画
、
金
賞
I
花
田
ゆ
か
り
 
 

（
金小

一
）
秋
村
ま
さ
ひ
ろ
（
嘉

小

一
）桑
田
し
ん
じ

（
喜小
一
）
 

津
川
友
紀
（
金
小
二
）
花
田
和

秀

（
嘉小
二
）
今
崇
弘
（
喜
小

二
）
成
田
雅
彦
（
金
小
三
）
白

川
豊
仁

（川
小
三
）
伊
藤
真
奈

美

（喜
小
三
）
池
田
直
人

（金
 

小

滞
田
英
子

（
嘉小
四
）
 

芦
田
嗣
己
（
喜
小
四
）
白
川
千

尋
（
金
小
五
）
山
巾
幸
樹
（
嘉
 

小

斉
藤
純
也
（
喜
小
五
）
 

小
野
守
人
（
金
小
六
）
泉
谷
山

佳
子
（川
小
六
）
鎌
田
隆
司
（
嘉
 

小

石
戸
谷
由
香
（
金中
一
）
 

尾
野
隆
雄
（
金
中
二
）
小
山
内

順
也

（南
中
三
）
 

マ
工
作
、
金
賞
I
田
中
優
（
金
 

議
会
は
、
町
の
議
決
機
関
と

し
て
執
行
機
関
と
共
に
責
任
を

分
担
し
、
皆
さ
ん
の
要
望
に
応

え
る
た
め
社
会
福
祉
の
充
実
、
 

生
活
環
境
の
整
備
等
、
健
全
な

町
政
発
展
を
願
い
、
常
任
委
員

会
や
特
別
委
1
1会を
組
織
し
、
 

活
発
な
活
動
を
展
開
し
て
い
ま

吋
？
 

議
会
事
務
局
は
、
町
民
の
代
 
 小

一
）
前
田
国
心
（
金
小
三
）
 

角
田
潤
一
 
（
金小
三
）
前
田
宗

哉

（
金小
四
）
米
谷ま
な
み
（
金

小
五
）
泉
谷
真
奈
美
（
川
小
六
）
 

山
中
タ
加
里

（
南中
二
）
 

▼
職
場
対
抗
カ
ラ
オ
ケ
大
会

一
位
 
車
力
リ
バ
ー
金
木
工
場
 

表
と
し
て
嘱
望
さ
れ
た
二
十
人

の
議
員
が
、
ス
ム
ー
ズ
な
譲
会

活
動
が
出
来
る
よ
う
に
議
会
が

必
要
と
す
る
各
種
資
料
の
収
集

を
は
じ
め
議
会
活
動
の

一
切
の

準
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

国
や
県
そ
し
て
各
市
町
村
と

地
城
住
民
と
の
パ
イ
プ
役
と
し

て
常
に
密
接
な
関
係
に
あ
り
、
 

議
会
運
営
に
欠
か
す
こ
と
の
で
 
 

山
中
敬
子
、
田
中
祐
子
）
 

一
位
 
仲
良
し
会
 

桑
田
嘉
代
治
、伊
藤
ひ
で
き
）
 

位
 
金
木
営
林
署
 

今
俊
弘
、
伊
藤
清
治
）
 

最
優
秀
個
人
賞
一
太
田
雅
文

▼
将
棋
大
会
 

⑨
小
学
校
の
部
①
斉
藤
大
啓

（
 

金
小
五
）
②
松川
憲
親
（嘉
小
六
）
 

③
鎌
田
隆
司
（
嘉
小
六
）
川
口

泰
広
（
金
小
五
）
O
中
学
校
の

部
①
松
川
知
道
（
南
中

一
）
②

小
林
光
信
（
金
中
二
）
③
伊
藤

香
津
夫
（
南
中
二
）
木
下
祐
樹
 

（南
中
二
）
O
一
般
の
部
①
中

村
呈
②
木
村
治
利
③
久
保
泰
太

郎
、
田
中
輝
夫
 

き
な
い
こ
の
事
務
局
の
存
在
は

普
段
か
ら
の
積
み
垂
ね
に
よ
っ
 

や
く
ば
の
し
こ
と
⑦
 

議
会
を

縁
の
下
か

ら
支
え

る
議
会
事

務
局
 

「
 

戸
 

(
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▼
農
林
産
物
品
評
会
、
金
賞
I
 

中
谷
兼
行
（
葉
た
ば
こ
）
其
田

サ
ョ
（
玄
米
）
泉
谷
タマ
エ
（栗
）
 

斉
藤
保
美
子
（
ネ
ギ
）
泉
谷
有

香
（
ご
ぼう
）
白川
レ
ッ
子
（
白

菜
）

▼
生
活
改
善
部
門
、
奨

励
賞
廿
竹
内
久
美
子
（
ワ
ラ
ビ
 
 と

な
め
こ
）
中
村
リ
ツ
エ
（
豆

腐
の
ハ
ム
チ
ー
ズ
）
宮
崎
や急
（
 

か
ぼ
ち
ゃ
の
よ
う
か
ん
）
棟
方

タ
ミ
（
漬物
）
原
田
富
枝
（
こ
し

も
ち
）
其
田
い
く
子
（
に
ん
に

く
ご
は
ん
）
中
谷
ミ
ツ
（
か
ぼ

ち
ゃ
の
ス
ー
プ
）
小
林
停
（
ァ

ッ
プ
ル
パ
イ
）
山
中
トシ
エ
）
か

ぼ
ち
ゃ
も
ち
）
秋
示
ト
シ

（
み

そ
潰
）
。ア
イ
デ
ア
賞
廿
前
田
泰

子
（
大
豆
と
シ
ー
チ
キ
ン
の
ケ
 

ー
キ
）
増
田
茂
子
（
牛
乳
ハ
ン

バ
ー
グ
）
沢
田
さ
つ
（
あ
げ
い

わ
し
大
根
）
泉
谷
カ
ツ
ノ
（
と

う
も
ろ
こ
し
の
お
こ
わ
）
泉
谷

加
千
子
（
あ
け
び
の
ハ
ン
バ

ー
 

グ
）
山
中
昭
子

（野
菜
ケ
ー
キ
）
 

沢
田
栄
子
（
り
ん
ご

の
ち
ま

き
）
秋
元
愛
子
（
か
ぼ
ち
ゃ
ビ

ス
ケ
ッ
ト
）
加
藤
安
子
（
あ
ん

入
り
二
色
米
菓
子
）
白
川
嬰
子
 

（
に
わ
と
り）
。ふ
る
さ
と
賞
・

加
藤
礼
子
（
り
ん
ご
の
パ
イ
）
中

村
ハ
ギ
エ
（
な
ん
ば
の
つ
く
た

煮
）白
川
哲
子
（
つ
け
も
の
）
神

島
り
裏
（
梅
干
漬
）
毛
内
レ
ツ
 

（
しそ
の
葉
も
ち
）
沢
田
ハ
ナ
イ
 

（ふ
な
の
か
ら
あ
げ
）
小
野
キ
ミ

エ
（
い
わ
し
の
ご
も
く
）
鳴
海

ヒ
サ
（
す
り
み
の巻
き
む
し
）
平

川
タ
ケ
（ス
リ
カ
ス
モ
チ
）
白川

キ
ョ
（
き
ゆ
う
り
潰
）
。
 

▼
水
稲
良
質
多
収
共
励
会
の
部

蚊
優
秀
賞
廿
櫛
引
政
雄
。
優
秀

賞
I
白
川
峰
雄
、
泉
谷
好
身
。
 

優
良
賞
I
原
田
繁
福
、
秋
村
米

太
郎
、
岡
川
勲
。
努
力
賞
I
工

藤
文
裕
、
浅
利
清
美
、
成
田
好

勝
、
秋
元
浩
、
泉
谷
雅
彦
、
白

川
権
四
郎
、
工
藤
栄
一
、
坂
本

一
志
、
浅
利
勇
。
 

青
森
県
知
事
賞
I
櫛
引
政
雄
、
 

斉
藤
保
美
子
。
金
木
町
長
賞
I
 

櫛
引
政
雄
、
山
中
ト
ミ
ェ
、
其

田
タ
ョ
、
泉
谷
有
香
、
白
川
レ

ッ
子
。
金
木
地
区
農
業
改
良
普

及
事
業
協
議
会
長
賞
I
増
田
茂

子
、
田
中
孝
一
、
原
田
尚
。
青

森
地
方
葉
た
ば
こ
耕
作
組
合
長

賞
I
中
谷
兼
行
。
青
森
県
農
協

中
央
会
長
賞
ー
白
川
峰
雄
、
泉

谷
好
身
。
青
森
県
経
済
農
協
連

合
会
長
賞
廿
原
川
繁
福
、
秋
村

米
太
郎
、
岡
田
勲
。
 

農
業
委
員
会
は
、
農
業
生
産

力
の
発
展
及
び
農
業
経
営
の
合

理
化
を
図
り
、
農
民
の
地
位
の

向
上
に
寄
与
す
る
た
め
全
国
の

都
道
府
県
と
市
町
村
に
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
 

金
木
町
農
業
委
員
会
は
、
選

挙
で
選
出
さ
れ
る
十
五
名
と
議

会
選
山
の
学
職
経
験
者
二
名
（
 

五
名
以
内
）
、農
業
団
体
六
名
か

ら
な
る
二
十
三
名
が
三
年
の
任

期
で
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

主
な
仕
事
を
例
示
す
る
と
、
 

①
農
地
の
売
買
、
貸
借
に
関
す

る
こ
と
②
農
地
転
川
に
関
す
る
 
 こ

と
③
農
川
地
利
用
増
進
に
関

す
る
こ
と
④
農
地
等
の
利
用
関

係
に
つ
い
て
の
あ
っ
旋
及
び
紛

争
の
防
止
に
関
す
る
こ
と
⑤
国

有
農
地
の
払
下
げ
に
関
す
る
こ

と
⑥
農
地
等
取
得
資
金
、
自
作

農
維
持
資
金
貸
付
に
関
す
る
こ

と
⑦
農
家
基
本
台
帳
の
整
備
及

び
保
管
に
関
す
る
こ
と
⑧
農
業

者
年
金
に
関
す
る
こ
と
⑨
諮
問

答
巾
、
建
議
及
び
意
見
の
公
表

に
関
す
る
こ
と
。
が
掲
げ
ら
れ

ま
す
。
 

農
業
委
員
会
事
務
局
は
庁
舎

三
階
で
四
人
の
職
1
1が
こ
の
事
 
 務

処
理
に
当
っ
て
い
ま
す
。
 

農
業
経
営
規
模
が
機
械
の
大

型
化
に
伴
っ
て
拡
幅
さ
れ
て
来

た
今
日
、
農
業
委
員
会
の
持
つ

役
制
も

一
段
と
重
要
視さ
れ
て

来
ま
し
た
。
 

管
理
職
の
 

ブ

ロ
フ
ィ
ー

ル

農
業
委
貝
会
事
務
局
長
 

葛
西
 
謙
一
四

昭
和
1
1年
8
月
2
5日
生
ま
れ

四
十
代
最
後
の
年
に
な
り
ま

し
た
。
そ
ろ
そ
ろ
酒
ッ
コ
も
i
。
 

私
の

一
言
 

農
家
の
み
な
さ
ん
農
機
具
の

過
剰
投
資
は
や
め
て
共
同
利
用

を
し
ま
し
ょ
、つ
。
 

又
老
後
の
た
め
に
農
業
者
年

金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。
 

て
、
議
会
と
い
う
町
の
議
決
機
 
逢
坂
 
伸
三
副

関
を
縁
の
下
か
ら
支
え
て
い
る
 
昭
和

9
年
1
0月
1
6日
生
ま
れ
 

こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

無
趣
味
が
趣
味
？
 

（常
任
委
員
会
）
 

で
も
誘
わ
れ
れ
ば
 
。
 

▽
総
務
企
画
常
任
委
員
会
五
人
 

私
の
一
言
…
日
常
勤
務
し
て
い

▽
教
育
民
生
常
任
委
員
会
五
人
 

る
議
会
事
務
局
が
ど
こ
に
あ
る

▽
上
木
常
任
委
員
会
 
五
人
 

の
か
さ
え
知
ら
な
い
方
が
案
外

▽
農
林
商
工
常
任
委
員
会
五
人
 
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
 

（特
別
委
員
会
）
 
し

か
し
、
皆
さ
ん
と
全
く
無

▽
ば
ん
え
い
競
馬
事
業
促
進
特
 
縁
で
は

な
く
、
資
料
収
集
時
に

別
委
員
会
 
八
人
 
は

何
か
と
お
世
話
に
な
っ
て
い

マ
企
業
誘
致
促
進
特
別
委
員
会
 
る
訳

で
、
一
番
接
触
が
多
い
と
 

十
二
人
 

自
負
？
し
て
い
ま
す
。
 

管
理
職
の
 
議
会
会

期
中
に
傍
聡
を
希
望

プ

ロ

フ
ィ

ー
ル
 
す
る
方
は
、

役
場
四
階
の
議
会
 

議
会
半
務
局
長
 

事
務
局
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

農
業
生
産
力
の
発
展
を
願
う
農
業
委
員
会
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撫
に
及
ぶ
層ひ
ぱあ
粍
 
簿
磯
 

「
畿
のカ
紗
汗、
 

県
青
年
の
船
体
験
記
①
 

十
月
二
十
H

青
森
港
か
ら
出

航
し
た
“
県
青
年
の
船
一
に
乗

船
し
た
一
行
は
、
韓
国
の
釜
山
、
 

慶
州
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
マ
ニ
ー
フ

を
見
学
し
、
現
地
背
年
と
国
籍

を
越
え
た
友
情
の
和
を
広
げ
、
 

十
一
月
六
日
無
事
帰
港
式
を
迎
 

え
ま
し
た
。
 

こ
の
航
海
に
参
加
し
た
四
百

二
十
人
の
中
に
金
木
町
か
ら
も

四
人
の
若
者
が
参
加
。
十
八
日

間
に
わ
た
る
貴
垂
な
体
験
を
四

回
に
わ
た
り
連
載
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。
 

い
ろ
い
ろ
な
障
害
を
乗
り
切
っ
た
 

力青
年
の
船
）
 

研
修
参
加
の
感
想
文
を
書
く

に
あ
た
り
「
青
年
の
船
」
を
企

画
さ
れ
た
県
、
そ
の
た
め
に
協

力
し
て
く
れ
た
市
町
村
、
又
そ

れ
に
理
解
を
示
し
て
く
れ
た
職

場
の
み
な
さ
ん
に
は
心
か
ら
感

謝
し
て
い
る
。
 

事
前
研
修
等
で
行
事
の
多
い

こ
と
、
規
則
の
厳
し
い
こ
と
を

知
り
十
八
日
と
い
う
期
間
が
自

分
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
に
な
る

の
か
、
ま
っ
た
く
見
当
も
つ
か

ず
不
安
の
ま
ま
「新
さ
く
ら
丸
」
 

に
乗
船
し
た
が
、
い
ざ
研
修
に
 

川
 
倉
 

中

谷
吉
範

入
る
と
多
々
の
行
事
を
団
員
全

員
が

一
致
団
結
し
盛
り
上
げ
、
 

四
百
人
と
い
う
大
所
帯
が
生
活

し
て
い
く
に
は
し
か
た
の
な
い

最
少
の
規
則
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
 

寄
港
地
研
修
の
思
い
出
と
し

て
大
韓
民
国
で
は
、
釜
山
市
内

観
光
時
、
商
店
街
で
甘
葉
が
話

せ
な
く
て
も
片
言
の
英
語
と
手

ま
ね
で
山
来
た
買
物
。
 フ
ィ
リ

ピ
ン
共
和
国
で
は
、
集
団
食
巾

批
が
発
生
し
た
、
タ
ガ
イ
タ
イ

公
園
で
の
昼
食
で
あ
る
。
な
ぜ

か
今
で
も
公
園
か
ら
見
た
風
景

は
心
に
、
は
っ
き
り
描
か
れ
て

い
る
。
沖
縄
県
で
は
、
本
県
の

多
数
の
戦
死
者
が
眠
っ
て
い
る

み
ち
の
く
の
塔
参
拝
で
あ
る
。
 

日
本
各
都
道
府
県
の
塔
が
様
々
 

これで冬仕度は万全 

約
七
カ
月
間
に
わ
た
る
農
作

業
を
終
え
る
と
出
稼
ぎ
準
備
。
 

収
穫
期
の
喜
び
も
そ
こ
そ
こ
に

冬
仕
度
に
い
ち
速
く
取
り
掛
か

る
の
が
、
こ
こ
藤
枝
地
区
で
す
。
 

名
物
？
の
カ
ッ
チ
ョ
作
り
は
、
 
 

ル
に
も
わ
た
っ
て
続
く
藤
枝
の

カ
ッ
チ
ョ
は
、
も
ち
ろ
ん
特
産

の
ヒ
バ
材
を
使
用
し
て
お
り
、
 

三
十
年
は
有
に
使
え
る
と
い
う

ヒ
バ
の
耐
久
性
を
実
践
し
て
い

ま
す
。「爺
様
も
使
っ
た
板
で
、
 

ま
だ
ま
だ
使
え
る
。」
とL
藤
さ
ん
。
 

一
家
の
主
は
、
『
の
季
節
到

来
に
よ
っ
て
カ
ッ
チ
ャ
に
バ
ト

ン
タ
ッ
チ
。「田
ん
ぼ
で
父
ち
ゃ

ん
と
一
諸
に
働
い
て
い
る
時
が

一
番
良
い
み
た
い
。」
と
小山
内

さ
ん
。
雪
投
げ
、
薪
割
り
、
時

に
は
、
冠
婚
葬
祭
の
出
席
な
ど

何
ん
で
も
こ
な
す
た
く
ま
し
い

カ
ッ
チ
ャ
に

一
変
し
ま
す
。
 

金
木
町
に
お
け
る
冬
期
出
稼

ぎ
者
は
、
約
二
千
二
百
人
。
人

口
の
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
仮
 

今
年
は
例
年
よ
り
早
く
、
十

月
中
旬
に
カ
ッ
チ
ョ
作
り
が
ピ
 

ー
ク
と
な
り
、
こ
れ
が
終
っ
た

下
旬
に
は
も
う
畠
稼
ぎ
に
出
発
。
 

五
十
八
戸
の
う
ち
約
八
割
が
出

稼
ぎ
生
活
を
続
け
て
い
ま
す
。
 

「出
稼
ぎ
は
即
現
金
収
入
に
な

る
し
、
稲
だ
け
で
は
不
安
だ
。」
 

と
工
藤
さ
ん
。「
子
供
達
の
こ
と

を
考
え
る
と
出
稼
ぎ
は
し
た
く

な
い
。
し
か
し
農
家
の
経
費
が

機
械
の
大
型
化
に
よ
っ
て
大
き

く
な
り
一
日
た
り
と
も
遊
ん
で

い
ら
れ
な
い
。」
と成
田
さ
ん
。
 

こ
れ
か
ら
の
農
閑
期
に
家
族
 

】
諸
に
く
ら
す
農
家
は
、
こ
の

地
区
で
は
数
え
る
程
し
か
な
く
、
 

「男
が
働
け
る
大
き
な
工
場
で

も
あ
っ
た
ら
i

。
」
と
じ藤
さ
ん

I
 

り
に
二
十
才
か
ら
五
十
九
才
ま

で
の
労
働
者
に
限
定
す
る
と
約

三
十
パ

ー
セ
ン
ト
で
、
高
齢
者
、
 

未
成
年
者
を
除
く
と
三
人
に
一

人
は
出
稼
ぎ
し
て
い
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
 

い
つ
も
な
が
ら
考
え
さ
せ
る

こ
の
時
期
、
畠
稼
ぎ
は
今
や
習

慣
な
の
で
し
ょ
う
か
？
。
藤
枝

地
区
の
カ
ッ
チ
ョ
が
大
き
な
砦

と
な
り
、
冬
の
金
木
町
を
物
語

っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
 

早
く
も
四
カ
月
間
の
雪
と
の
闘
 
板
が
ビ
ッ
シ
リ
と
組
ま
れ
た
光

い
を
物
語
り
、
こ
こ
だ
け
が
特
 
景
を

神
原
方
面
か
ら
見
る
と
ま

別
地
域
の
よ
う
な
錯
覚
を
引
き
 
さ
に

大
き
な
砦
と
な
っ
て
映
り
、
 

起
こ
し
ま
す
。
 

こ
れ
か
ら
確
実
に
始
ま
る
雷
と

雪
が
吹
き
付
け
る
西
側
を
中
 
の
闘

い
を
示
し
て
い
ま
す
。
 

心
に
高
さ
四
ー
七
メ
ー
ト
ル
の
 
南

北
に
長
さ
千
六
百
メ
ー
ト
 

力
ッ

チ
ャ

が

一
家
の

主
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審
「
 
整
お
）齢
離
巌
髪
裁
嘉
 

健
柳
神
田
橋
駆
繊
嫌
脚
醜脚
鎌
議
嫌襲
 

な
形
で
立
っ
て
い
た
。
船
内
研

修
で
は
揺
れ
る
船
で
の
運
動
会
。
 

各
界
の
先
生
の
講
話
・
講
義
。
 

下
着
に
色
を
付
け
て
し
ま
っ
た

洗
た
く
。
毎
回
の
よ
う
に
付
い

て
く
る
ナ
イ
フ
と
フ
ォ
ー
ク
で

頭
を
か
き
ハ
シ
を
も
ら
っ
た
初

日
も
後
半
は
ス
イ
ス
イ
出
来
た

食
事
の
豪
華
さ
。
津
軽
弁
の
ハ

ン
デ
ィ
、
又
は
よ
い
面
を
知
っ

た
各
地
方
の
方
言
。
台
風
を
横

切
っ
た
為
み
ん
な
で
し
た
船
酔

い
。
韓
国
釜
山
副
市
長
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
の
観
光
大
臣
が
出
席
さ

れ
て
盛
大
に
行
な
わ
れ
た
交
流

会
。
高
齢
化
社
会
と
青
年
に
つ

い
て
頭
を
悩
ま
せ
た
ゼ
ミ
ナ
ー
 

ル
別
会
議
、
青
少
年
活
動
に
つ

い
て
検
討
し
討
論
し
た
フ
ォ

ー
 

ラ
ム
別
会
議
ゃ
ブ
ロ
ッ
ク
別
会

議
、
カ
メ
ラ
を
持
っ
て
い
な
い
 

自
分
が
現
像
の
仕
方
ま
で
覚
え

た
ク
ラ
ブ
活
動
、
組
班
別
会
識
、
 

講
師
を
囲
ん
で
語
る
会
等
々
…
。
 

短
期
間
で
山
来
た
の
が
不
思
譲

な
く
ら
い
で
あ
る
。
 

最
終
日
が
押
迫
る
に
つ
れ
楽

し
さ
が
増
え
る
と
い
う
反
比
例

も
、
と
う
と
う
解
団
宣
富
ま
で

滞
り
な
く
終
っ
て
し
ま
っ
た
が

最
後
に
岡
じ
職
場
、
年
代
層
の

人
が
多
数
参
加
し
て
い
た
の
で

職
場
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
も

出
来
、
い
ろ
い
ろ
な
障
害
を
乗

り
切
っ
た
「
青
年
の
船
」
で
の

研
修
で
何
か
を
得
た
よ
う
で
あ

る
が
今
で
は
、
ま
っ
た
く
自
分

で
も
分
か
ら
な
い
と
い
う
の
が

本
音
で
あ
る
。
そ
れ
は
こ
れ
か

ら
の
職
場
、
地
域
で
の
活
動
で

出
て
く
る
こ
と
を
自
分
で

一
番

期
待
し
て
い
る
。
 

北
郡
と
西
郡
を
結
び
、
 

産
業
と
文
化
の
交
流
に
重

要
な
役
割
り
を
果
た
し
て

き
た
神
田
橋
が
老
朽
化
と

河
川
改
修
事
業
に
伴
い
、
 

県
は
昭
和
五
十
六
年
度
か

ら
新
橋
架
け
替
え
工
事
を

進
め
て
い
ま
し
た
が
、
今

年
度
い
よ
い
よ
橋
脚
工
事

に
着
手
。
工
事
の
安
全
を

祈
っ
て
、
さ
る
十
月
二
十

二
日
起
工
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
 

神
田
橋
架
け
替
え
工
事
は
、
 

昭
和
十
年
に
架
け
ら
れ
た
現
神

田
橋
が
五
十
年
の
歳
月
と
共
に

自
動
車
の
大
型
化
と
増
加
に
よ

り
床
版
破
損
が
著
し
く
、
こ
れ

ま
で
に
補
修
の
つ
ど
通
行
止
め
。
 

さ
ら
に
大
雨
な
ど
に
よ
る
増
水

時
に
は
、
流
失
の
不
安
が
あ
る

と
し
て
通
行
止
め
を
繰
り
返
し

社
会
生
活
に
深
刻
な
影
響
を
与

え
て
き
ま
し
た
。
 

こ
の
た
め
、
県
で
は
、
岩
木

川
河
川
改
修
事
業
の
ネ
ッ
ク
と
 
 な

っ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
昭

和
五
十
六
年
度
か
ら
架
け
替
え

工
事
に
着
手
し
て
い
た
も
の
で

こ
れ
ま
で
に
金
木
側
の
取
り
付

け
道
三
百
メ
ー
ト
ル
と
稲
垣
側

三
百
十
メ
ー
ト
ル
の
盛
り
土
が

ほ
ぼ
終
了
し
、
今
年
度
か
ら
橋

の
心
臓
部
で
あ
る
橋
脚
工
事
に

入
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

起
工
式
は
、
新
橋
の
建
設
さ

れ
る
現
神
田
橋
の
下
流
約
三
百

メ
ー
ト
ル
の
河
川
敷
を
会
場
に

金
木
、
稲
垣
、
車
力
の
町
村
長

ら
約
五
十
人
が
出
席
し
て
神
事

と
共
に
今
井
光
男
県
土
木
部
技

監
が
く
わ
人
1
1の
儀
式
を
行
い
 

神
事
の
あ
と
、
町
中
央
公
民

館
で
、
西
北
五
選
出
の
県
議
や

関
係
者
約
百
五
十
人
が
出
席
し

て
式
典
と
祝
賀
会
が
催
さ
れ
、
 

席
上
古
川
竹
夫
町
長
が

「津
軽

北
部
の
穀
倉
地
帯
を
結
ぶ
新
橋

と
し
て
生
ま
れ
変
わ
る
神
田
橋

の
起
工
に
あ
た
り
関
係
各
位
の

ご
尽
力
に
対
し
深
く
感
謝
す
る
。
 

ま
し
た
。
 

今
後
も
、
広
域
流
通
の
基
礎
と

す
べ
く
、
地
域
住
民
の
た
め
に

役
立
て
た
い
。
」
と
式
辞
。
山

舘
五
所
川
原
土
木
事
務
所
長
が

工
事
計
画
の
概
嬰
を
述
べ
た
あ

と
、
来
賓
を
代
表
し
て
成
田
一

憲
県
議
ら
が
祝
辞
を
述
べ
ま
し

た
。
 

起
工
し
た
新
し
い
神
田
橋
は
 
 

主
要
地
方
道
昇
風
山
ー

】
真
部

線
に
架
か
る
稲
垣
村
繁
田
を
起

点
と
し
た
全
長
三
八
九
、
五
メ
 

ー
ト
ル
、
幅
員
十
メ
ー
ト
ル
（
 

車
道
七
、
五
メ
ー
ト
ル
、

歩
道

二
、
五
メ
ー
ト
ル
）
の
R
c
逆
 

T
式
鋼
板
橋
で
、
現
橋
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
橋
幅
員
五
、
四
メ
ー
 

ト
ル
に
比
べ
大
幅
に
拡
幅
、
補

強
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
昭
和

六
十
五
年
度
完
成
を
目
標
に
総

工
費
約
二
四
億
七
千
四
百
万
円

が
投
じ
ら
れ
ま
す
。
 

エ事の安全を祈って乾杯 

幅
員
は
約

2
倍
 

歩
道
も
併
設
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（
名
実
とも
に
日
本
一
を
め
ざ
し
て
象
 

m
 

、
.
．
 ー
‘
 
ー
 
：
 
.
 
,'
 

‘
 

．
 瞬
 

紗
ー
ミ
 
「大
一
ロ
」
に
関
す
る
講
演
会
」
臨
 

響
網
露
灘
柳》
）
 
一

ど
I
「一
ー
E
主
一
 
．ノ
 ニ
」ロ
、、
ノで
‘L
譲
験
 

大
豆
の
良
質
多
収
を
図
ろ
う
ー
。
と
金
木
町
転
作

事
業
連
絡
会
議
（
沢
田
茂
会
長
）
で
は
、
さ
る
十
月

三
十

一
日
、
小
田
川
土
地
改
良
区
の
会
議
室
支

〈
場

に
、
町
、
県
、
県
経
済
連
の
共
催
で
、
 「大
豆
に
関

す
る
講
演
会
」
を
開
き
ま
し
た
。
 

富 
一
 

大0 抽名識寅叙決：コン、イノ突演会  

, 

こ
の
講
演
会
は
、
東
北
農
業

試
験
場
の
橋
本
鋼
二
農
学
博
士

を
講
師
に
「
北
東
北
に
お
け
る

大
豆
の
多
収
穫
栽
培
に
つ
い
て
」
 

と
題
し
、

適
正
品
種
の
選
定

か
ら
播
種
、
土
壌
改
良
な
ど
具

体
的
な
内
容
を
示
し
て
行
わ
れ

た
も
の
で
、
約
百
ニ
十
人
の
農

家
が
熟
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。
 

橋
本
農
学
博
士
の
講
演
は
、
 

地
方
、
国
別
平
均
収
量
の
推
移

を
示
し
た
一
覧
表
な
ど
を
基
に

①
適
品
種
の
選
定
と
良
種
子
の

準
備
②
好
適
な
栽
植
密
度
の
確

保
③
播
種
期
間
④
中
耕
培
土
の

励
行
⑤
輪
作
体
系
。
な
ど
事
例

を
上
げ
な
が
ら
詳
細
に
わ
た
っ

て
説
明
。
特
に
金
木
町
の
よ
う

な
寒
冷
地
栽
培
で
の
留
意
事
項

な
ど
も
折
り
込
ま
れ
具
体
性
に
 
 

金
木
、
嘉
瀬
、
喜
良
市
の
三
計

画
地
区
に
分
か
れ
、
各
地
区
で

方
針
を
定
め
て
行
っ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
中
で
、
嘉
瀬
、
喜
良
市
 

地
区
で
は
、
大
豆
生
産
の
営
農

集
団
を
昭
和
五
十
六
年
か
ら
八

集
団
（
喜
瀬
六
、
金
木
一
、
喜
 

・

【
 

'
 

良
市

一
）
を
設
立
し
、
大
豆
の

生
産
性
向
上
と
営
農
活
動
の
促

進
及
び
生
産
条
件
の
整
備
を
目

的
と
し
た
大
豆
新
技
術
体
系
定

着
化
促
進
事
業
な
ど
、
国
の
補

助
事
業
で
機
械
を
導
入
。
水
系

別
、
 一
年
毎
の
ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー
 

テ
ー
シ
ョ
ン
方
式
に
よ
り
、
転

作
田
の
団
地
化
を
図
り
、
毎
年

九
十
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
か
ら
百
一
一

十
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
作
付
面
積
を
、
 

受
託
栽
培
し
て
い
ま
す
。
 

昨
年
度
は
、
こ
の
面
積
が
百

十
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
及
び
日
本
 

．
の
栽
培
面
積
に
及
び
ま
し
た
。
 

転
作
団
地
に
入
っ
た
農
家
は
、
 

国
の
奨
励
金
や
互
助
金
が
も
ら

え
、
転
作
作
業
は
、
こ
の
営
農

集
団
が
実
銭
。
大
豆
で
収
益
を

上
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
転
作
の

団
地
化
率
が
高
め
ら
れ
、
機
械

化
一
環
作
業
体
系
に
よ
る
労
働

力
の
省
力
化
や
水
稲
に
代
わ
る

転
作
作
物
の
収
益
性
向
上
が
図

ら
れ
て
い
ま
す
。
 

年
々
技
術
的
に
は
向
上
し
て

い
る
も
の
の
反
収
が
、
平
均
百

五
十
キ
ロ
と
全
国
的
に
み
る
と

ま
だ
低
い
状
況
に
あ
り
、
三
百

キ
ロ
を
月
標
に
良
質
多
収
の
転

作
大
豆
作
り
で
名
実
と
も
に
日

本
一
を
目
指
し
て
進
め
て
い
ま

す
。
 

寿
司
を
食
べ
て
長
生
き
し
て

く
だ
さ
い
ー
。
と
西
北
五
寿
司

組
合
（高
橋
幸
一
支
部
長
）
の
寿

司
職
十
四
人
が
、
さ
る
十
月
一
】
 

十
四
日
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
 

“あ
し
の
園
〉
を
訪
れ
、
百
人

前
の
寿
司
を
お
年
寄
り
の
前
で

握
り
、
寿
司
で
の
昼
食
を
と
も

に
し
ま
し
た
。
 

“出
前
慰
問
〉
し
た
寿
司
職

人
は
、
西
北
五
組
合
加
盟
三
十

六
店
舗
の
う
ち
十
店
舗
の
ベ
テ

ラ
ン
職
人
で
、
百
人
前
の
寿
司

も
三
十
分
足
ら
ず
で
「
ヘ
イ
、
 

お
待
ち
」
。
 「
ワ
サ
ビ
抜
き
で

柔
か
い
ネ
タ
を
用
意
し
ま
し
た
。
 
 栄

養
も
た
っ
ふ
り
で
す
し
、
ど

ん
ど
ん
食
べ
て
長
生
き
し
て
く

だ
さ
い
」
と
高
橋
支
部
長
が
激

励
す
る
と
、
お
年
寄
り
も
に
っ

こ
り
。
心
の
こ
も
っ
た
握
り
た

て
の
お
い
し
い
寿
司
を
ゆ
っ
く

り
ほ
お
ば
っ
て
い
ま
し
た
。
 

同
組
合
で
は
、
毎
年
西
北
五

の
施
設
を
廻
り
続
け
今
年
で
九

回
目
。
慰
問
の
費
用
は
、
各
店

舗
備
え
付
け
の
“
愛
の

ー
に
ぎ

り
箱
〉
の
募
金
で
、
今
回
十
一
一

万
円
が
集
り
ま
し
た
。
 

こ
の
慰
問
で
残
っ
た
お
金
は

社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
付
し
て

い
ま
す
。
 

’金ん 
-";' ;・ 	木 だ 
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広 	お と 
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暖
か
さ
が
恋
し

い
季
節
で
す
 
全

週
秋
磯
井
」
騰
押
 

怖
い
の
は
「
消
し
た
つ
も
り
」
と
「
消
え
た
は
ず
」
 

⑧

火

の
用
心

七
つ
の
ポ

イ
ン
ト
 

の
寝

た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
を
し
な
い
。
 

②
子
供

に
は
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
で
遊
ぱ
せ
な

い
。
 

③
風

の
強
い
と
き
は
た
き
火
を
し

な
い
。
 

色
天
ふ
ら
を

揚
げ
る
と
き
は
そ
の
場
を
離

れ
な

い
。
 

③
家

の
ま
わ
り
に
燃
え
や

す
い
も
の
を
置
か

な
い
。
 

⑥
風
呂

の
空
だ
き
を

し
な
い
。
 

①
ス
ト

ー
プ
に
は
燃
え
や
す
い
も
の
を
近
づ
け
な
い
。
 

畠
宅
⑨
助
突
調
嗣
膿
 

目
臼
冒
す
か
？
 

N
達
者
で
，魂【
嘉
鱗
泌競
 

義
が
ん
な
「
・
に
タ以

・
 

火
の
取
扱
い
が
多
く
な
り
、
 

火
災
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
こ

れ
か
ら
の
時
季
に
備
え
て
、
金

木
消
防
署
（
福
長
勝
義
署
長
）
 

で
は
、
さ
る
十
月
二
＋
四
日
か

ら
十
一
月
六
日
ま
で
の
十
四
日

間
、
町
内
の
一
般
家
庭
と
防
火

対
象
物
の
合
わ
せ
て
約
二
千
軒

を
巡
回
し
、
防
火
点
検
を
行
い

ま
し
た
。
 

火
災
予
防
に
伴
う
査
察
と
首

わ
れ
る
こ
の
点
検
は
、
秋
の
火

災
予
防
運
動
の
一
環
と
し
て
行

れ
た
も
の
で
、
町
内
の
半
数
に
 

当
る
約
二
千
軒

を
署
員
二
人
一

組
と
な
り
六
班

に
分
か
れ
て
調

査
。
ガ
ス
ボ
ン

べ
、
え
ん
と
つ
、
 

ス
ト
ー
ブ
の
取

付
等
、
十
八
項

目
に
わ
た
る
チ

エ
ッ
ク
リ
ス
ト

に
基
き
、
細
部

に
わ
た
っ
て
点

検
し
ま
し
た
。
 

こ
の
結
果
、
 

え
ん
と
つ
に
め
 
 

が
ね
石
の
取
付
が
な
く
可
燃
物

に
直
接
熱
が
伝
っ
て
い
る
所
や

ガ
ス
管
が
腐
食
し
て
い
る
の
に

気
付
か
な
い
で
い
る
所
な
ど
、
 

極
め
て
危
検
な
家
庭
が
日
立
ち

査
察
の
効
果
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
 

ま
た
、
意
外
に
も
消
化
器
を

設
置
し
て
い
る
家
庭
が
少
い
上

に
配
備
さ
れ
て
も
使
用
方
法
が

わ
か
ら
な
い
家
庭
が
多
く
、
同

署
で
は
、
今
後
も
定
期
的
に
こ

の
査
察
を
実
施
し
、
防
火
意
識

を
高
め
た
い
と
し
て
い
ま
す
。
 

泉
谷
 
正
義
さ
ん
（
8
7歳
）
 

明
治
3
1年
4
月
2
1日
生

住
所
 
川
倉
上
宇
田
野

…
・坂
あ
が
っ
て
左
側
に
大

き
い
庭
の
あ
る
家
が
“
マ
サ
ョ

シ
ー
の
家
だ
。
川
倉
の
人
が
口
 

一
◇
 
家

の
兄
（
義
美
さ
ん
）
 

一
庭
好
ギ
デ
、
 一
人
で
ワ
ン
ツ
カ

〈
、
、
ノ
 

r
つ
コ
」
、妾
血
『ヒ
7
し
一

ず
つ
作
っ
た
ダ
ネ
ー
。
ナ
ナ
カ

マ
ド
実
ッ
コ
付
け
て
き
れ
い
だ

べ
。
あ
っ
ち
こ
っ
ち
ガ
ラ
石
集

め
デ
来
て
、
石
バ
レ
で
も
ワ
イ

サ
ナ
ネ
。
雪
降
る
前
に
早
く
囲

い
シ
ネ
パ
マ
ネ
し
、
た
き
木
割

っ
て
マ
ネ
バ
マ
ネ
し
、
忙
が
し

く
て
。
仕
事
ァ
ッ
テ
イ
ジ
ャ
。
 
 黙

っ
て
居
る
の
が
一
番
マ
ネ
。
 

根
っ
か
ら
の
百
性
で
自
転
車

に
乗
っ
て
今
で
も
田
ん
ぼ
を
見

回
り
に
行
ぐ
ダ
ネ
。
 

小
さ
い
頃
？
。
村

一
番
の
ガ

キ
大
将
サ
。
小
学
校
の
時
、
津

島
文
治
と
一
年
間
机
並
べ
た
・
一

と
あ
る
。
 オ
オ
ヤ
ゲ
の
ア
ン
コ

だ
ド
ゴ
デ
弱
く
て
、
ワ
ネ
カ
ッ

テ
ム
ッ
タ
ド
泣
が
さ
れ
た
モ
ン

ダ
。
泣
い
で
戻
れ
ば
、
親
カ
ガ
 

「
こ
ら
こ
ら
、
オ
イ
の
わ
ら
し

バ
い
じ
め
る
な
ァ
。
仲
良
く
遊

べ
。」
っ
て
塩
せ
ん
べ
い
く
れ
ダ

モ
ン
ダ
。
そ
の
せ
ん
べ
い
ほ
し

く
て
ジ
ャ
ッ
コ
釣
り
ダ
ノ
、
虫

採
り
に
連
れ
て
行
っ
た
こ
と
あ

る
。
今
だ
ば
フ
γ
（歯
）
悪
く
 
 

て
せ
ん
べ
い
も
カ
イ
ネ
グ
ナ
ッ

タ
。
 

0
…
…
ひ
孫
が
も
う
ナ
ぐ
七
人

に
な
る
と
い
う
泉
谷
さ
ん
は
、
 

係
の
佳
司
さ
ん
夫
婦
を
含
め
て
 
 親

子
三
代
三
夫
婦
健
在
。
穿
の

河
原
の
講
中
十
九
人
の
一
人
で

も
あ
り
時
々
掃
除
に
出
か
け
る

と
い
う
、
根
っ
か
ら
の
働
き
者

で
す
。
 

一
を
揃
え
て
言
う
。
な
る
程
見
事

？
な
庭
だ
。
 

薪割りに精を出す泉谷さん 
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今
月
の
星

座
 

十
二
月
下
旬
、
午
後
 

五
時
ご
ろ
頭
の
真
上
 

に
見
え
ま
す
。
 

お
う
し
座
 

世帯数 3,898世帯 -1 

10月31日現在 前年同月比 

り］ 6,824A 	- 65 
女 7,361人 	- 72 

計 	14. 185人 	一 137 

人

口
と
世

帯
 

嘉金嘉金喜金川 金嘉 
良 

瀬 木瀬木 市木 倉 木瀬 

84 58 71 65 42 77 75 82 90 

最
近
の
平
均
寿
命
の
伸
び
は

著
し
い
も
の
が
あ
り
、
医
療
技

術
の
進
歩
と
共
に
健
康
に
よ
ぜ

る
一
般
住
民
の
関
心
の
高
ま
り

も
見
逃
す
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
 

今
回
は
、
肥
満
と
食
生
活
の

変
化
が
関
与
し
、
 一
種
の
現
代

病
と
言
わ
れ
る
胆
石
症
に
つ
い

て
お
話
致
し
ま
す
。
 

胆
石
は
、
そ
の

成
分
と
し
て
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
系
結

石
、
ビ
リ
ル
ビ
ン

系
結
石
に
大
別
さ

れ
最
近
で
は
胆
の
 

う
で
生
じ
た
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
系
結

石
が
圧
倒
的
に
多

く
な
っ
て
来
て
い

ま
す
。
 

胆
石
症
患
者
は

四
十
、
五
十
代
の
 

女
性
に
多
く
、
初
発
症
状
は
、
 

右
上
腹
部
痛
、
上
腹
部
不
快
感
、
 

腰
背
部
痛
な
ど
で
、
胆
石
の
成

長
と
共
に
慢
性
炎
症
を
起
こ
し

ま
す
。
ま
た
胆
石
が
胆
の
う
入

口
部
に
結
ま
る
と
、
直
ち
に
急

性
胆
の
う
炎
と
な
り
強
い
上
腹

部
痛
を
生
じ
ま
す
。
 

こ
れ
が
進
行
す
る
と
、
発
熱

黄
痕
、
肝
機
能
障
害
を
生
じ
、
 

重
症
例
で
は
、
胆
の
う
蓄
膿
症
 
 か

ら
汎
発
性
腹
膜
炎
、
敗
血
症

と
な
り
、
死
亡
率
は
極
め
て
高

く
な
り
ま
す
。
 

ま
た
、
胆
石
症
を
長
い
間
放

置
す
れ
ば
、
胆
の
う
ガ
ン
の
発

生
を
起
こ
し
や
す
い
こ
と
も
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
 

し
た
が
っ
て
、
胆
石
症
そ
の

も
の
は
良
性
疾
患
で
す
が
、
炎
 

症
を
起
こ
せ
ば
命
に
も
拘
わ
る

よ
う
な
疾
病
と
な
る
訳
で
、
早

期
診
断
と
適
切
な
治
療
が
望
ま

れ
ま
す
。
 

従
来
、
胆
石
症
は
、
症
状
が

発
生
し
て
か
ら
初
め
て
診
断
さ

れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
す

が
、
現
在
で
は
、
腹
部
超
音
波

検
査
に
よ
り
全
く
無
症
状
の
う

ち
に
発
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
先
日
行
っ
た
集
団
検
 
 診

の
結
果
、
約
一
二
O
〇
人
の

検
診
者
の
う
ち
四
二
名
の
胆
石

患
者
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

さ
て
、
胆
石
症
の
治
療
で
す

が
、
 一
七
ン
チ
以
下
の
小
さ
い

結
石
で
は
、
溶
解
剤
の
投
与
に

よ
り
縮
小
効
果
を
認
め
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
多
く

の
胆
石
症
は
、
溶
解
療
法
は
無
 

効
で
、
手
術
療

法
が
治
療
の
基

本
と
な
っ
て
い

ま
す
。
 

手
術
は
、
胆

石
と
共
に
胆
の

う
を
摘
出
す
る

方
法
が

一
般
的

で
、
極
め
て
安

全
か
つ
確
実
で

す
。
軽
症
症
例

で
は
、
経
過
も

良
好
で
再
発
の
 

心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。
本
年
度

十
月
末
ま
で
に
四
二
例
の
肝
胆

道
系
手
術
を
行
い
ま
し
た
が
、
 

軽
症
患
者
の
平
均
入
院
期
間
】
一

七
日
に
比
べ
炎
症
の
強
か
っ
た

患
者
は
四
五
日
に
延
び
、
そ
の

多
く
は
高
令
者
で
占
め
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
 

胆
石
症
は
決
し
て
怖
い
病
気

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
さ
り
と

て
“
手
術
は
い
や
だ
か
ら
〉
な
 
 ど

と
言
っ
て
放
っ
て
お
け
ば
、
 

時
に
は
ひ
ど
い
し
っ
ぺ
返
し
を

受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

四
十
歳
を
過
ぎ
た
（
特
に
女

性
の
方
）
は
積
極
的
に
超
音
波

検
診
を
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。
 

戸

籍
の
窓
 

十
月
届
出
 

お
め
で
と
う
 

エ
藤
奈
都
未
 
文
久

滞
田
 
三
郎
 
俊
則

工
藤
 
倫
子
 
文
裕

徳
田
千
由
希
 
誠

笹
木
 
賢
一
 
光
彦
 

森
 
麗

子
（
多智
也
）金
 
木
 

お
し
あ
わ

せ
に
 

（
難
雅い
繊
 

（
」）
慮
競
慧
 

（
「「
鶏
鄭
心」
「
 

羅
軌
頭
認
振

鼎
難
醸
）(
?
 

(？「
？？
一
締
一器
 
 ((？

」？
「
慧
誘
 

暴
軸
加
慧
請
 

（」
「
翫
》
」
？所
「
 

（」
」千
「「
」
」
（
鶴
 

詠
無
難
緩
 

(
 

松
川
 
雅
行
 
万
之
 
嘉
 
瀬

今
野
 
猶
子
 
武
 
小
泊
村

、
蓮
潟
 
裕
文
 
裕
 
北
海
道

一
黒
川
真
喜
子
 
弘
子
 
喜
良
市
 

お

く
や

み
 

三
上
 
ク
リ

古
川
 
タ
キ

白
川
 
長
吉

竹
内
 
マ
ル

藤
本
 
ト
シ
エ

鳴
海
 
き
ね

斉
藤
 
チ
ヤ

田
中
 
ト
ミ
エ

土
岐
 
タ
ミ
 

   

 

 

はじめまして 

奈都未ちゃん 

9月29日生まれ 

体重 3,350g 
藤 枝 

工藤文久さんの長女 

  

金蒔藤嘉藤

木 田 枝瀬枝 


